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　昨年１２月１０日（木）～１２日（土）、東京ビックサイトで「エコプロダ

クツ２０１５」が開催され、３日間の来場者数（事務局発表）は１６９,１１８人

となり、当協議会ブースも多数の来場者がありました。

　当協議会のブースではガラスびん3R関連に加え、ガラスびんの

魅力と「びんtoびん」をテーマに展示。「ガラスびんの魅力探訪」

コーナーを設けて魅力的なガラスびんを展示するとともに、びん

の原料、カレット、実際の金型などを展示し、リサイクルクイズを

実施しました。また、新ムービー『大好き!ガラスびん　何度でも

「びんtoびん」リサイクル』を常時上映しました。

昨年１２月「エコプロダクツ２０１５」に出展。
ガラスびんの魅力とリサイクルをテーマに展示。

新宿区立鶴巻小学校の４年生のクラスが、
ガラスびんのリデュースの研究授業と研究発表を実施。

びん１本当たりの平均重量が１０年で１２.６ｇ減少。
２０１４年に新たに軽量化された商品は９品種２３品目。

中身メーカーとガラスびんメーカーの環境配慮への取り組みにより、

ガラスびんのリデュースが広がり続けており、

環境負荷の低減、物流効率の向上などにつながっています。

広がり続けるガラスびんのダイエット

　全国小中学校環境教育研究会の國分会長が校長を務められて

いる新宿区立鶴巻小学校の４年生のクラス(担任：西田教諭)におい

て、当協議会の制作した「ガラスびんで学ぶ3Ｒ(小学生向け教材)」

を用いた授業が、昨年１２月から数回行われており、本年１月２１日

（木）には、ガラスびんのリデュースに関する研究授業が実施されま

した。当日は、日本ガラスびん協会の高橋広報委員長が出前授業を

行い、ガラスびんを軽くすることによる環境面のメリットなどを分か

りやすく説明しました。

　さらに、２月２５日（木）には、同校で開催されたイベント「わくわく

モーモースクール」の中で、４年生児童が酪農家の方々に、ガラスび

んのリデュースについて研究発表を実施。１月に受けた授業の内容を

基に、子どもたちが全員で分かりやすく説明しました。

　２０１５年フォーローアップ報告で発表された２０１４年度のガラス

びんのリデュースの取り組み実績では、ガラスびん１本当たりの平

均重量が１７９.７ｇとなり、１０年前の１９２.３gに対し１２.６ｇ（６.６％）

減少。「自主行動計画」の基準年（２００４年）対比での軽量化によ

る資源の節約量は、２００９年～２０１４年（６年間）で、１３０,７２１トン

（１００mlドリンク剤びん換算１２億１４８万本）となっています。

　また２０１４年に新たに軽量化された商品は、９品種２３品目で、

軽量化重量は６６４トンでした。２００６年から２０１４年までに軽量化

された商品は11品種２０６品目で、主な内訳は調味料びん５７品目、

食料品びん３７品目、清酒びん２４品目、ワインびん２０品目、飲料び

ん２０品目、焼酎びん１７品目などとなっています。

　昨年１２月９日(水)、経団連会館において、3Ｒ推進団体連絡会が、

「２０１５年フォローアップ報告会」を開催。２０１４年度のフォローアップ

結果を報道記者向けに公表しました。ガラスびんに関する主な実

績は、以下の通りです。

■リデュース

●基準年（２００４年）対比で１本当たり１.４％の軽量化

●新たに軽量化されたガラスびん入り商品は９品種２３品目

■リユース

●環境省の「我が国におけるびんリユースシステムの在り方に

　関する検討会」に参画し、びんリユース実証事業を推進。

●「びんリユース推進全国協議会」と連携をはかり、地域型びん　

　リユースシステム再構築に向け、東北をはじめ全国８ケ所で地域

　推進体制の整備を行う。

■リサイクル

●リサイクル率６９.８％ ●カレット利用率９７.８％

●エコロジーボトルの出荷量１０９百万本 

3Ｒ推進団体連絡会が
「２０１５年フォローアップ報告会」を開催。

▲ガラスびんのリデュースの研究授業▲ガラスびんのリデュースの研究授業 ▲ガラスびんのリデュースの研究発表　▲ガラスびんのリデュースの研究発表　

ガラスびんの魅力探訪

　中身の品質を保持する上で、ガラスびんは非常に機能性が高い

と思いますし、また容器の造形美を追求する際に、「透ける、光り

輝く」といった見栄えがあります。まさにガラスびんならではの特

徴です。お酒は嗜好品ですから、購買動機を

創出させる容器の造形美というのは、とても

大切だと思います。

　私たちは、これから先も「澪」のような造形

美を追求した商品を、どんどん作っていきた

いと考えていますので、ガラスびんメーカー

には、お客様に喜びを味わっていただけるよ

うな美しいびんを作ってほしいと思います。

美しいびんは人の気持ちを豊かにします。

それがボトルデザインの役割であり、それが

できることがガラスびんの魅力だと思ってい

ます。

　お米うまれのほのかな甘みとほどよい酸味が特徴の松竹梅白

壁蔵「澪」スパークリング清酒は、２０１１年６月に発売しました。

「澪」とは、「浅瀬の水の流れ」、「船の通った泡の跡」という意味が

あり、“浅さ”を低アルコール、“泡の跡”を発

泡性にたとえ、清酒の新しい流れを作るとい

う思いを込めて名付けました。また「MIO」は

イタリア語で「私の」という意味があり、「私の

お酒」と感じていただけるよう、願いが込め

られています。

　ボトルについては、まさに「澪」というブラン

ドの意味をしっかり体現化させようというこ

とで、水の流れを想起させるカッティング、色

調も瑠璃色にしました。「澪」という書体も流

線形を意識して、ライトユーザー向けに軽やか

なイメージにしています。

新感覚のスパークリング清酒

「澪」
ほのかな甘みとほどよい酸味のスパークリング清酒。
特徴的なボトルデザインは、水の流れを想起させる。

びんには「透ける・光り輝く」といった見栄えがある。
喜びを味わえるような美しいびんを作ってほしい！

宝酒造株式会社
酒類事業本部　　　　　　　　　 環境広報部
商品部 デザイングループ長　　 広報課 主事

樋野 健一 氏（写真右）　　大西 悠介 氏（写真左）

▲松竹梅白壁蔵「澪」スパークリング清酒▲松竹梅白壁蔵「澪」スパークリング清酒
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びん入り商品の軽量化事例

広がり続けるガラスびんのダイエット

キリンビール中びん（５００ｍｌ） キリン株式会社
（キリンビール株式会社） 霧島酒造株式会社本格焼酎 黒霧島（７２０ｍｌ）

　キリンビール（株）では２０年以上前にビールリターナブ

ル大びんの大幅な軽量化を実現しており、これに続きリ

ターナブル中びんにおいても９０ｇの軽量化を実現。従来

びんよりも約２０％軽く、ビールリターナブル中びんにおい

ては国内最軽量※を達成しました。２０１４年１２月より九州地

区においてテスト展開しており、１０年かけて全国で既存の

びんから軽量びんに切り替えていく予定。軽量びんの投入

は従来の新びん投入と同じペースで進めていきます。

　今回のリターナブル中びんの軽量化においても、リターナ

ブル大びんの軽量化技術と同様にセラミックスコーティング

を採用。強度を維持しながら全体の肉厚を薄くしています。

　今回のリターナブル中びんの軽量化では、肉厚を薄くし

たことにより、胴径が従来びんより１.５mmスリムになって

いますが、見た目にはほとんど分かりません。

　軽量化する上で苦労したことは、従来びんのイメージ

をそのまま残しながら、充填ラインにおいて従来びんと

軽量びんが混在する中、すべてのびんがスムーズに流れ

るようにすることでした。とくにラベルを貼る工程や、び

んをケースに入れる工程では、位置合わせの調整に苦労

しており、テストを何回も繰り返して最適化を図りました。

その結果、充填ラインの改造を最小限に抑えつつ、びん

の軽量化を実現しました。

国内最軽量※のビール中びんを開発。
従来びんより約２０％の軽量化に成功。

取材協力：キリン株式会社、日本山村硝子株式会社

日本山村硝子株式会社　ガラスびんカンパニー
生産本部　技術開発部　型成形チーム
副参事　石橋英男 氏

※2014年11月12日時点、キリンビール（株）調査による

　今回のびんの軽量化の目的は二つ。一つは環境負荷

の低減で、製造・物流工程のCO２排出量は1千万本製造

した場合、年間９３０トン削減できます。また原料や製造エ

ネルギーも節約できます。

　もう一つは酒販店や料飲店などでのハンドリングに

おける負荷を軽減すること。１本当たり９０ｇ軽量化する

ことにより、２０本入りのケースでは約１.８kgの軽量化と

なっています。これはまさに実感できる軽さで、実際に

流通に携わる方々からは、「持ちやすくなった」、「運びや

すくなった」という声が上がっています。

びんの軽量化の目的は、環境負荷の低減と
ハンドリングにおける負荷の低減。

　リターナブル中びんを軽量化する中、びんのデザインで

肩部の刻印を変更しました。従来びんではKIRINのロゴと

麒麟のマークの組み合わせでしたが、新しい軽量びんで

は麒麟のマークを外してKIRINのロゴだけになっています。

　この変更は、従来びんと軽量びんが混在する中、検査工

程において確実に識別するためのもので、重要な役割を果

たしています。またこの刻印は、びん回収時に他社のビール

中びんが混在しても、識別しやすいというメリットがあります。

　さらに今回のびんの軽量化に伴い、口部の形状も改良。

栓抜き使用時の口欠け発生を防止しています。

従来びんと軽量びんを識別するために、
肩部にあるロゴ・マークの刻印を変更。

従来びんのイメージをそのまま残しながら、
充填ラインの改造を最小限に抑えて軽量化を実現。

取材協力：霧島ホールディングス株式会社、浅井硝子株式会社、石塚硝子株式会社

　７２０mlびんの軽量化における大きな目的は環境負荷の

低減で、びんの原料や製造・輸送時のエネルギーを削減

し、さらに製造・輸送時に発生するCO２を年間約３４０トン

削減することが期待できます。また１ケース（６本入り）当

たり、約３００ｇ軽くなることで、持ち運び時の作業負荷も

軽減され、さらに物流コストの削減にもつながります。

　今回の軽量化で苦労した点は、消費者に親しみを持って

いただいている７２０mlびんのイメージを守りながら軽量化

を実現したことです。また、充填ラインで不具合が生じな

いように肉厚を均一化するなど、細かい配慮を施しました。

「黄金千貫」と「霧島裂罅水」から生まれた「黒霧島」。
びんの外形デザインや大きさを変えずに１０％の軽量化を実現。

　１９９８年に誕生した本格焼酎「黒霧島」は、南九州産

のサツマイモ「黄金千貫」を原料に、適度なミネラルを

含み酵母菌の発酵に適した清冽な地下水「霧島裂罅

水」を使用し、黒麹仕込み由来のトロッとした甘みと、キ

リッとした後切れが特徴です。

　びん入りの「黒霧島」主力商品には、１８００ml、９００ml、

７２０ｍｌがありますが、とくに手頃なサイズ感で幅広い

ニーズのある７２０ｍｌ商品について、２０１５年１１月より５０ｇ

の軽量化を実現したびんでの販売を開始しました。強度

の維持を図り、外形デザインや大きさを変えずに、びん

の厚みを薄くしつつ、底部を１.５mmほど高くしました。

 取材協力：株式会社 明治屋、東洋ガラス株式会社
※東洋ガラス(株)によるデータ

　今から５０年以上も前に発売された（株）明治屋のマイレ

モンとマイライムは、当初、主にカクテルの割り材として使

用されていましたが、最近では焼酎などの割り材にも広く

使われています。容器はカクテルを出すお店のカウンター

に置いても見栄えのするガラスびんで、果実と葉をイメー

ジした絵柄を広く刻印しています。

　商品を持ち運びする際の負担を軽減するために、２０１３年

８月より６００gから４４８gに軽量化したガラスびんを使用。

びん全体の肉厚を薄くすることにより、約２５％の大幅な

軽量化を実現しました。

　ガラスびんを軽量化する際に苦労したのは、見た目の高

級感を損なわないよう、従来のイメージを残したいという

ことでした。そのため、胴径は変えずに高さを若干低くし

肩の曲面をなだらかに改良。その結果、従来の絵柄もその

ままにイメージを変えることなく、軽量化を実現しました。

　この軽量化により、大幅に流通効率がアップ。さらに

製品をパレット積みする際の保管形態が１.５倍にアップ

しています。また、軽量化による環境負荷の低減につい

て、年間約６７百万kcalのエネルギー削減と約６２トンの

CO２排出量削減という効果も試算※されています。

カクテルや焼酎の割り材として親しまれ続けて５０年以上。
主にハンドリング、運びやすさに配慮してびんの軽量化を実施。

明治屋マイレモン（７２０ｍｌ）
明治屋マイライム（７２０ｍｌ）

AJINOMOTO 健康 調合ごま油（１６０ｇ）
AJINOMOTO ごま油好きのごま油（１６０ｇ）

株式会社 明治屋

株式会社 Ｊ-オイルミルズ

取材協力：株式会社 Ｊ-オイルミルズ　東洋ガラス株式会社

　今回の１６０ｇびんへの変更に伴い、外装への詰め方も

変更。１２本のびんとびんの間に手作業で入れていた中仕

切りを廃止しました。これは、びんの曲面を、びん同士が接

触しても割れないでラベルも擦れないようにしたことで実

現しています。さらに外装のコンパクト化も実現しており、

年間６１トンもの包材削減につながっています。またパレッ

ト1段に積む仕様についても、１０ケースから１３ケースに

増量。段ボール箱２個で１ケースのため、１段につき６箱も

多く積めるようになり、物流効率が大幅にアップしており、

環境負荷の低減にもつながっています。

１８０ｇびんのデザインイメージを踏襲しながら１６０ｇびんで軽量化を実現。
包材も削減され物流効率も大幅にアップ。環境負荷の低減にもつながる

　（株）J-オイルミルズでは、ビタミンＥを多く含み加熱して

も風味がしっかり残る「AJINOMOTO 健康 調合ごま油」

と熱風焙煎と遠赤焙煎のごま油をブレンドして香りとコクに

こだわった「AJINOMOTO ごま油好きのごま油」において、

従来の１８０ｇびんを軽量化した１６０ｇびんに変更しました。

　この１６０ｇびんの軽量化では、日本ガラスびん協会主

催のガラスびんアワード２０１１で賞を受賞した同商品の

３４０ｇびんの軽量化技術を活かして実現。従来の１８０ｇび

んの特長である稜線とくびれのデザインイメージを踏襲しな

がら、びんの高さを変えずに約２２％の軽量化を達成しました。

　キリンビール中びんを軽量化する上で強度を

維持するために採用したセラミックスコーティン

グは、大びんを軽量化する際の採用技術を水平

展開したものです。リユースされるビールびんは、

回収された後、アルカリ洗浄されるのですが、通

常のコーティングでは剥離してしまいます。このセ

ラミックスコーティングは、びんの温度を高めにし

てびん表面に蒸着させ、なおかつ厚めに蒸着さ

せることで剥離しないのが、通常のコーティング

と違うところです。

　安定した品質で供給させていただくために弊

社では、専用の生産ラインを設けて、セラミック

スコーティングの軽量びんを生産しています。

　今回の中びんの軽量化において苦労したところ

は、約２０%軽量化しますと強度は低下しますが、

強度にあまり影響しないびん上部の肉厚を薄くし、

胴部コンタクトポイントと底部に厚みを残す最適パ

リソンの設計でした。セラミックスコーティングとの

合わせ技で従来びんの強度を維持させることが

できています。

　また、もう一つ苦労したのが、びん回収時に、キリ

ンビール中びんの従来びんと軽量びん、さらに他社

中びんの従来びんと軽量びんの計４タイプが混在

する場合の識別方法でした。試行錯誤の末、麒麟

のマークとKIRINのロゴの組み合わせパターンを変

更することで、識別を可能にしました。

キリンビール大びんでのセラミックスコーティング技術を
中びんに水平展開させて、大幅な軽量化を達成しました。

４８０g ４３０g

６００g ４４８g

１７９g １４０g

４７０g ３８０g

従来びん 軽量びん

従来びん 軽量びん

2

1836360 / ニューシンク様 / びんの 3R 通信  vol.38



びん入り商品の軽量化事例

広がり続けるガラスびんのダイエット

キリンビール中びん（５００ｍｌ） キリン株式会社
（キリンビール株式会社） 霧島酒造株式会社本格焼酎 黒霧島（７２０ｍｌ）

　キリンビール（株）では２０年以上前にビールリターナブ

ル大びんの大幅な軽量化を実現しており、これに続きリ

ターナブル中びんにおいても９０ｇの軽量化を実現。従来

びんよりも約２０％軽く、ビールリターナブル中びんにおい

ては国内最軽量※を達成しました。２０１４年１２月より九州地

区においてテスト展開しており、１０年かけて全国で既存の

びんから軽量びんに切り替えていく予定。軽量びんの投入

は従来の新びん投入と同じペースで進めていきます。

　今回のリターナブル中びんの軽量化においても、リターナ

ブル大びんの軽量化技術と同様にセラミックスコーティング

を採用。強度を維持しながら全体の肉厚を薄くしています。

　今回のリターナブル中びんの軽量化では、肉厚を薄くし

たことにより、胴径が従来びんより１.５mmスリムになって

いますが、見た目にはほとんど分かりません。

　軽量化する上で苦労したことは、従来びんのイメージ

をそのまま残しながら、充填ラインにおいて従来びんと

軽量びんが混在する中、すべてのびんがスムーズに流れ

るようにすることでした。とくにラベルを貼る工程や、び

んをケースに入れる工程では、位置合わせの調整に苦労

しており、テストを何回も繰り返して最適化を図りました。

その結果、充填ラインの改造を最小限に抑えつつ、びん

の軽量化を実現しました。

国内最軽量※のビール中びんを開発。
従来びんより約２０％の軽量化に成功。

取材協力：キリン株式会社、日本山村硝子株式会社

日本山村硝子株式会社　ガラスびんカンパニー
生産本部　技術開発部　型成形チーム
副参事　石橋英男 氏

※2014年11月12日時点、キリンビール（株）調査による

　今回のびんの軽量化の目的は二つ。一つは環境負荷

の低減で、製造・物流工程のCO２排出量は1千万本製造

した場合、年間９３０トン削減できます。また原料や製造エ

ネルギーも節約できます。

　もう一つは酒販店や料飲店などでのハンドリングに

おける負荷を軽減すること。１本当たり９０ｇ軽量化する

ことにより、２０本入りのケースでは約１.８kgの軽量化と

なっています。これはまさに実感できる軽さで、実際に

流通に携わる方々からは、「持ちやすくなった」、「運びや

すくなった」という声が上がっています。

びんの軽量化の目的は、環境負荷の低減と
ハンドリングにおける負荷の低減。

　リターナブル中びんを軽量化する中、びんのデザインで

肩部の刻印を変更しました。従来びんではKIRINのロゴと

麒麟のマークの組み合わせでしたが、新しい軽量びんで

は麒麟のマークを外してKIRINのロゴだけになっています。

　この変更は、従来びんと軽量びんが混在する中、検査工

程において確実に識別するためのもので、重要な役割を果

たしています。またこの刻印は、びん回収時に他社のビール

中びんが混在しても、識別しやすいというメリットがあります。

　さらに今回のびんの軽量化に伴い、口部の形状も改良。

栓抜き使用時の口欠け発生を防止しています。

従来びんと軽量びんを識別するために、
肩部にあるロゴ・マークの刻印を変更。

従来びんのイメージをそのまま残しながら、
充填ラインの改造を最小限に抑えて軽量化を実現。

取材協力：霧島ホールディングス株式会社、浅井硝子株式会社、石塚硝子株式会社

　７２０mlびんの軽量化における大きな目的は環境負荷の

低減で、びんの原料や製造・輸送時のエネルギーを削減

し、さらに製造・輸送時に発生するCO２を年間約３４０トン

削減することが期待できます。また１ケース（６本入り）当

たり、約３００ｇ軽くなることで、持ち運び時の作業負荷も

軽減され、さらに物流コストの削減にもつながります。

　今回の軽量化で苦労した点は、消費者に親しみを持って

いただいている７２０mlびんのイメージを守りながら軽量化

を実現したことです。また、充填ラインで不具合が生じな

いように肉厚を均一化するなど、細かい配慮を施しました。

「黄金千貫」と「霧島裂罅水」から生まれた「黒霧島」。
びんの外形デザインや大きさを変えずに１０％の軽量化を実現。

　１９９８年に誕生した本格焼酎「黒霧島」は、南九州産

のサツマイモ「黄金千貫」を原料に、適度なミネラルを

含み酵母菌の発酵に適した清冽な地下水「霧島裂罅

水」を使用し、黒麹仕込み由来のトロッとした甘みと、キ

リッとした後切れが特徴です。

　びん入りの「黒霧島」主力商品には、１８００ml、９００ml、

７２０ｍｌがありますが、とくに手頃なサイズ感で幅広い

ニーズのある７２０ｍｌ商品について、２０１５年１１月より５０ｇ

の軽量化を実現したびんでの販売を開始しました。強度

の維持を図り、外形デザインや大きさを変えずに、びん

の厚みを薄くしつつ、底部を１.５mmほど高くしました。

 取材協力：株式会社 明治屋、東洋ガラス株式会社
※東洋ガラス(株)によるデータ

　今から５０年以上も前に発売された（株）明治屋のマイレ

モンとマイライムは、当初、主にカクテルの割り材として使

用されていましたが、最近では焼酎などの割り材にも広く

使われています。容器はカクテルを出すお店のカウンター

に置いても見栄えのするガラスびんで、果実と葉をイメー

ジした絵柄を広く刻印しています。

　商品を持ち運びする際の負担を軽減するために、２０１３年

８月より６００gから４４８gに軽量化したガラスびんを使用。

びん全体の肉厚を薄くすることにより、約２５％の大幅な

軽量化を実現しました。

　ガラスびんを軽量化する際に苦労したのは、見た目の高

級感を損なわないよう、従来のイメージを残したいという

ことでした。そのため、胴径は変えずに高さを若干低くし

肩の曲面をなだらかに改良。その結果、従来の絵柄もその

ままにイメージを変えることなく、軽量化を実現しました。

　この軽量化により、大幅に流通効率がアップ。さらに

製品をパレット積みする際の保管形態が１.５倍にアップ

しています。また、軽量化による環境負荷の低減につい

て、年間約６７百万kcalのエネルギー削減と約６２トンの

CO２排出量削減という効果も試算※されています。

カクテルや焼酎の割り材として親しまれ続けて５０年以上。
主にハンドリング、運びやすさに配慮してびんの軽量化を実施。

明治屋マイレモン（７２０ｍｌ）
明治屋マイライム（７２０ｍｌ）

AJINOMOTO 健康 調合ごま油（１６０ｇ）
AJINOMOTO ごま油好きのごま油（１６０ｇ）

株式会社 明治屋

株式会社 Ｊ-オイルミルズ

取材協力：株式会社 Ｊ-オイルミルズ　東洋ガラス株式会社

　今回の１６０ｇびんへの変更に伴い、外装への詰め方も

変更。１２本のびんとびんの間に手作業で入れていた中仕

切りを廃止しました。これは、びんの曲面を、びん同士が接

触しても割れないでラベルも擦れないようにしたことで実

現しています。さらに外装のコンパクト化も実現しており、

年間６１トンもの包材削減につながっています。またパレッ

ト1段に積む仕様についても、１０ケースから１３ケースに

増量。段ボール箱２個で１ケースのため、１段につき６箱も

多く積めるようになり、物流効率が大幅にアップしており、

環境負荷の低減にもつながっています。

１８０ｇびんのデザインイメージを踏襲しながら１６０ｇびんで軽量化を実現。
包材も削減され物流効率も大幅にアップ。環境負荷の低減にもつながる

　（株）J-オイルミルズでは、ビタミンＥを多く含み加熱して

も風味がしっかり残る「AJINOMOTO 健康 調合ごま油」

と熱風焙煎と遠赤焙煎のごま油をブレンドして香りとコクに

こだわった「AJINOMOTO ごま油好きのごま油」において、

従来の１８０ｇびんを軽量化した１６０ｇびんに変更しました。

　この１６０ｇびんの軽量化では、日本ガラスびん協会主

催のガラスびんアワード２０１１で賞を受賞した同商品の

３４０ｇびんの軽量化技術を活かして実現。従来の１８０ｇび

んの特長である稜線とくびれのデザインイメージを踏襲しな

がら、びんの高さを変えずに約２２％の軽量化を達成しました。

　キリンビール中びんを軽量化する上で強度を

維持するために採用したセラミックスコーティン

グは、大びんを軽量化する際の採用技術を水平

展開したものです。リユースされるビールびんは、

回収された後、アルカリ洗浄されるのですが、通

常のコーティングでは剥離してしまいます。このセ

ラミックスコーティングは、びんの温度を高めにし

てびん表面に蒸着させ、なおかつ厚めに蒸着さ

せることで剥離しないのが、通常のコーティング

と違うところです。

　安定した品質で供給させていただくために弊

社では、専用の生産ラインを設けて、セラミック

スコーティングの軽量びんを生産しています。

　今回の中びんの軽量化において苦労したところ

は、約２０%軽量化しますと強度は低下しますが、

強度にあまり影響しないびん上部の肉厚を薄くし、

胴部コンタクトポイントと底部に厚みを残す最適パ

リソンの設計でした。セラミックスコーティングとの

合わせ技で従来びんの強度を維持させることが

できています。

　また、もう一つ苦労したのが、びん回収時に、キリ

ンビール中びんの従来びんと軽量びん、さらに他社

中びんの従来びんと軽量びんの計４タイプが混在

する場合の識別方法でした。試行錯誤の末、麒麟

のマークとKIRINのロゴの組み合わせパターンを変

更することで、識別を可能にしました。

キリンビール大びんでのセラミックスコーティング技術を
中びんに水平展開させて、大幅な軽量化を達成しました。

４８０g ４３０g

６００g ４４８g

１７９g １４０g

４７０g ３８０g

従来びん 軽量びん

従来びん 軽量びん

2

1836360 / ニューシンク様 / びんの 3R 通信  vol.38



Vol.3８ 201６年4月10日発行

事務局長  幸 智道

〒169-0073 東京都新宿区百人町3-21-16 日本ガラス工業センター1階
TEL.03-6279-2577  FAX.03-3360-0377

3R

　昨年１２月１０日（木）～１２日（土）、東京ビックサイトで「エコプロダ

クツ２０１５」が開催され、３日間の来場者数（事務局発表）は１６９,１１８人

となり、当協議会ブースも多数の来場者がありました。

　当協議会のブースではガラスびん3R関連に加え、ガラスびんの

魅力と「びんtoびん」をテーマに展示。「ガラスびんの魅力探訪」

コーナーを設けて魅力的なガラスびんを展示するとともに、びん

の原料、カレット、実際の金型などを展示し、リサイクルクイズを

実施しました。また、新ムービー『大好き!ガラスびん　何度でも

「びんtoびん」リサイクル』を常時上映しました。

昨年１２月「エコプロダクツ２０１５」に出展。
ガラスびんの魅力とリサイクルをテーマに展示。

新宿区立鶴巻小学校の４年生のクラスが、
ガラスびんのリデュースの研究授業と研究発表を実施。

びん１本当たりの平均重量が１０年で１２.６ｇ減少。
２０１４年に新たに軽量化された商品は９品種２３品目。

中身メーカーとガラスびんメーカーの環境配慮への取り組みにより、

ガラスびんのリデュースが広がり続けており、

環境負荷の低減、物流効率の向上などにつながっています。

広がり続けるガラスびんのダイエット

　全国小中学校環境教育研究会の國分会長が校長を務められて

いる新宿区立鶴巻小学校の４年生のクラス(担任：西田教諭)におい

て、当協議会の制作した「ガラスびんで学ぶ3Ｒ(小学生向け教材)」

を用いた授業が、昨年１２月から数回行われており、本年１月２１日

（木）には、ガラスびんのリデュースに関する研究授業が実施されま

した。当日は、日本ガラスびん協会の高橋広報委員長が出前授業を

行い、ガラスびんを軽くすることによる環境面のメリットなどを分か

りやすく説明しました。

　さらに、２月２５日（木）には、同校で開催されたイベント「わくわく

モーモースクール」の中で、４年生児童が酪農家の方々に、ガラスび

んのリデュースについて研究発表を実施。１月に受けた授業の内容を

基に、子どもたちが全員で分かりやすく説明しました。

　２０１５年フォーローアップ報告で発表された２０１４年度のガラス

びんのリデュースの取り組み実績では、ガラスびん１本当たりの平

均重量が１７９.７ｇとなり、１０年前の１９２.３gに対し１２.６ｇ（６.６％）

減少。「自主行動計画」の基準年（２００４年）対比での軽量化によ

る資源の節約量は、２００９年～２０１４年（６年間）で、１３０,７２１トン

（１００mlドリンク剤びん換算１２億１４８万本）となっています。

　また２０１４年に新たに軽量化された商品は、９品種２３品目で、

軽量化重量は６６４トンでした。２００６年から２０１４年までに軽量化

された商品は11品種２０６品目で、主な内訳は調味料びん５７品目、

食料品びん３７品目、清酒びん２４品目、ワインびん２０品目、飲料び

ん２０品目、焼酎びん１７品目などとなっています。

　昨年１２月９日(水)、経団連会館において、3Ｒ推進団体連絡会が、

「２０１５年フォローアップ報告会」を開催。２０１４年度のフォローアップ

結果を報道記者向けに公表しました。ガラスびんに関する主な実

績は、以下の通りです。

■リデュース

●基準年（２００４年）対比で１本当たり１.４％の軽量化

●新たに軽量化されたガラスびん入り商品は９品種２３品目

■リユース

●環境省の「我が国におけるびんリユースシステムの在り方に

　関する検討会」に参画し、びんリユース実証事業を推進。

●「びんリユース推進全国協議会」と連携をはかり、地域型びん　

　リユースシステム再構築に向け、東北をはじめ全国８ケ所で地域

　推進体制の整備を行う。

■リサイクル

●リサイクル率６９.８％ ●カレット利用率９７.８％

●エコロジーボトルの出荷量１０９百万本 

3Ｒ推進団体連絡会が
「２０１５年フォローアップ報告会」を開催。

▲ガラスびんのリデュースの研究授業▲ガラスびんのリデュースの研究授業 ▲ガラスびんのリデュースの研究発表　▲ガラスびんのリデュースの研究発表　

ガラスびんの魅力探訪

　中身の品質を保持する上で、ガラスびんは非常に機能性が高い

と思いますし、また容器の造形美を追求する際に、「透ける、光り

輝く」といった見栄えがあります。まさにガラスびんならではの特

徴です。お酒は嗜好品ですから、購買動機を

創出させる容器の造形美というのは、とても

大切だと思います。

　私たちは、これから先も「澪」のような造形

美を追求した商品を、どんどん作っていきた

いと考えていますので、ガラスびんメーカー

には、お客様に喜びを味わっていただけるよ

うな美しいびんを作ってほしいと思います。

美しいびんは人の気持ちを豊かにします。

それがボトルデザインの役割であり、それが

できることがガラスびんの魅力だと思ってい

ます。

　お米うまれのほのかな甘みとほどよい酸味が特徴の松竹梅白

壁蔵「澪」スパークリング清酒は、２０１１年６月に発売しました。

「澪」とは、「浅瀬の水の流れ」、「船の通った泡の跡」という意味が

あり、“浅さ”を低アルコール、“泡の跡”を発

泡性にたとえ、清酒の新しい流れを作るとい

う思いを込めて名付けました。また「MIO」は

イタリア語で「私の」という意味があり、「私の

お酒」と感じていただけるよう、願いが込め

られています。

　ボトルについては、まさに「澪」というブラン

ドの意味をしっかり体現化させようというこ

とで、水の流れを想起させるカッティング、色

調も瑠璃色にしました。「澪」という書体も流

線形を意識して、ライトユーザー向けに軽やか

なイメージにしています。

新感覚のスパークリング清酒

「澪」
ほのかな甘みとほどよい酸味のスパークリング清酒。
特徴的なボトルデザインは、水の流れを想起させる。

びんには「透ける・光り輝く」といった見栄えがある。
喜びを味わえるような美しいびんを作ってほしい！

宝酒造株式会社
酒類事業本部　　　　　　　　　 環境広報部
商品部 デザイングループ長　　 広報課 主事

樋野 健一 氏（写真右）　　大西 悠介 氏（写真左）

▲松竹梅白壁蔵「澪」スパークリング清酒▲松竹梅白壁蔵「澪」スパークリング清酒

1

1836360 / ニューシンク様 / びんの 3R 通信  vol.38


